TWL-SDK
アプリジャンプ解説

TWL-SDK
アプリジャンプ解説


アプリジャンプ解説

Ver 0.４.0
任天堂株式会社発行

目次
41
アプリジャンプの概要


41.1
アプリジャンプとは？


51.2
アプリジャンプの流れ


61.3
アプリ種別


71.4
アプリジャンプの種類


71.4.1
ノーマルジャンプ


71.4.2
TMPジャンプ


81.5
アプリジャンプ可能なアプリ種別組み合わせ一覧


81.5.1
ノーマルジャンプで起動可能な組み合わせ


81.5.2
TMPジャンプで起動可能な組み合わせ


91.6
アプリジャンプのネスト実行


91.7
アプリジャンプの起動認証


102
アプリジャンプパラメータ


102.1
ランチャーパラメータ


102.2
アプリ間パラメータ


102.2.1
アプリ間パラメータのセキュリティ


11アプリジャンプ対応アプリの作成


112.3
基本的な対応・制限


112.3.1
アプリジャンプパラメータ領域の確保


112.3.2
アプリ間パラメータの引渡し


112.3.3
アプリジャンプ時のフェードイン／フェードアウト


132.4
ジャンプ元アプリの作成


132.4.1
ノーマルジャンプ対応


132.4.2
TMPジャンプ対応


142.5
ジャンプ先アプリの作成


142.5.1
ノーマルジャンプ対応


142.5.2
TMPジャンプ対応


142.5.3
ジャンプ元アプリへの復帰


153
システムアプリへのアプリジャンプ


153.1
本体設定



改訂履歴

	版
	改訂日
	改　訂　内　容
	担当者

	0.1.0
	2008-02-26
	仮バージョン
	吉岡

	0.2.0
	2008-03-05
	ブラッシュアップ
	吉岡

	0.3.0
	2008-05-26
	アプリジャンプのネスト実行に関する記述の変更
	吉田

	0.4.0
	2008-06-04
	アプリ間パラメータのセットに関する記述の追加
	吉田


アプリジャンプの概要

1.1 アプリジャンプとは？
　TWLでは、ソフトウェアによるHWリセット機能を利用して、任意のアプリケーション（以降、アプリと記述）の実行中に他のアプリに処理を切り替えることが可能です。このアプリ切り替えの動作を「アプリジャンプ」と呼びます。
　アプリジャンプを実行する際には、「アプリジャンプパラメータ」をセットする必要があります。アプリジャンプパラメータには、ランチャーに対してどのアプリをどのように起動するかを指定するための「ランチャーパラメータ」と、ジャンプ元アプリとジャンプ先アプリとの間で情報を引き渡すための「アプリ間パラメータ」の２種類があります。詳細については「2　アプリジャンプパラメータ」で説明します。
1.2 アプリジャンプの流れ

アプリジャンプは、下図のような流れで実行されます。
　

[image: image1]
このように、アプリジャンプはHWリセットを伴って実行されるため、内部ではランチャーからの再起動という挙動となりますが、ランチャーがアプリジャンプを処理する場合は一切の画面表示をスキップして指定アプリの起動を行うため、ユーザーからはアプリを直接切り替えているように見えます。

1.3 アプリ種別
TWLプラットホームでは、アプリは下記のようにさまざまなアプリ種別で分類されます。


[image: image2]
なお、本ドキュメントでアプリについて記述する時は、明記していないアプリ種別については、その全てを含むことを意味します。但し、上記分類のうちの最後の「ユーザーへの提供方法による分類」についてのみは、「店頭試遊台体験版アプリ」と明記しない限りは全て「製品版アプリ」を示すこととします。

よって、例えば、「TWLカードアプリ」という記述があった場合は、「TWL対応／TWL専用」および「システム／ユーザー」のいずれにも合致する「製品版」「カード」のアプリであることを意味します。
1.4 アプリジャンプの種類

アプリジャンプでは、下記の２通りの方法で他アプリを起動することができます。
1.4.1 ノーマルジャンプ
　本体内蔵NANDにインストールされているNANDアプリや、カードスロットに挿入されているカードアプリなど、ランチャーが認識可能な任意アプリを指定して起動する方法を「ノーマルジャンプ」と呼びます。
1.4.2 TMPジャンプ
ネットワークからダウンロードしてきたSRLや自身のSRL内に持っていた子SRLなど、　そのままではランチャーが認識できない任意アプリを本体内蔵NANDのTMPフォルダに一時格納して起動する方法を「TMPジャンプ」と呼びます。なお、TMPジャンプで起動したアプリは、１回起動した後にランチャーによって消去されます。

　

1.5 アプリジャンプ可能なアプリ種別組み合わせ一覧
　アプリジャンプの方式によって起動可能なアプリ種別が異なります。
　
1.5.1 ノーマルジャンプで起動可能な組み合わせ

ノーマルジャンプでは、アプリジャンプ対応TWLアプリのみを起動することができます。
	　
	ジャンプ元アプリ
	ジャンプ先アプリ

	
	TWL-NANDアプリ
	アプリジャンプ対応TWL-NANDアプリ

	
	TWL-カードアプリ
	アプリジャンプ対応TWL-カードアプリ


1.5.2 TMPジャンプで起動可能な組み合わせ

TMPジャンプでは、セキュリティ上の理由から、TMPジャンプ対応として作成された下記２種類のアプリしか起動することができません。詳細については、「3.3.2　TMPジャンプ対応」を参照してください。
	
	ジャンプ元アプリ
	ジャンプ先アプリ

	
	TWL-NANDアプリ
	TMPジャンプ対応TWL-NANDアプリ

	
	
	TMPジャンプ対応NTRアプリ店頭試遊台体験版


1.6 アプリジャンプのネスト実行

　アプリジャンプは、下図のようにネストして実行することができます。また、アプリジャンプによって起動されたアプリは、復帰関数でジャンプ元アプリへ復帰する事が可能です。例えば下図のように起動された「アプリD」では、ジャンプ元の「アプリC」に復帰することが可能です。（下図「復帰１」）
　但し、復帰もアプリジャンプの一種である点に注意してください。下図の「アプリD」から「アプリC」に復帰した後、更に「アプリC」で復帰関数を使用した場合、ジャンプ元アプリは「アプリB」ではなく「アプリD」となり、「アプリD」に復帰します。（下図「復帰２」）

[image: image3]
また、アプリジャンプでは、ジャンプ実行時のジャンプ元アプリのメモリやレジスタなどの実行リソースのケアは一切行いません。よって、ジャンプ元アプリに復帰する場合に、アプリジャンプ直前の状態から処理を再開したい場合は、アプリが自分で自身の実行リソースをケアしておく必要があります。

1.7 アプリジャンプの起動認証

　アプリジャンプで指定されたアプリの起動認証は、カードアプリ、NANDアプリ共に通常アプリと同じ形で行われます。但し、TMPジャンプでNTRアプリ体験版を起動する場合のみは、DSダウンロードプレイ方式の認証が行われます。

アプリジャンプパラメータ

アプリジャンプを行う際にセットするアプリジャンプパラメータについて説明します。
アプリジャンプパラメータには、ランチャーパラメータとアプリ間パラメータの２つのパラメータがあります。

TWLでは、アプリジャンプパラメータ領域として0x02000000から1024bytesを予約しています。よって、その領域にTWLアプリを配置することはできません。
1.8 ランチャーパラメータ

　ランチャーパラメータは、アプリジャンプを行う際に必須のパラメータで、ランチャーに対してどのアプリをどのように起動するかを指定するものです。なお、本パラメータはアプリジャンプAPIで隠蔽されているため、アプリ開発者が詳細をケアする必要はありません。
1.9 アプリ間パラメータ

　アプリ間パラメータは、アプリジャンプを行う際にアプリ間で任意のデータの受け渡しをしたい場合にセットするパラメータです。よって、アプリ間パラメータの使用は必須ではありません。
フォーマットについては、骨組みは定義されていますが、どのようなパラメータをどのようなフォーマットで受け渡しするかはアプリジャンプするアプリ相互間で定義する必要があります。

アプリ間パラメータは、アプリでは最大752bytesが使用可能であり、OSライブラリのargument関数を使用してアクセスします。
1.9.1 アプリ間パラメータのセキュリティ

アプリ間パラメータのセキュリティについてもアプリ間でケアする必要があります。
アプリ間パラメータは、ハッキングなどにより不正なデータがセットされる可能性がありますので、ジャンプ先で本パラメータを読み込む場合はバッファオーバーランなどに気をつけて実装してください。
アプリジャンプ対応アプリの作成

　アプリジャンプ対応アプリを作成する際に必要となる対応や制限について、以下に記します。

1.10 基本的な対応・制限
ジャンプ元／ジャンプ先アプリに関わらず必要な項目は、以下の通りです。

1.10.1 アプリジャンプパラメータ領域の確保　
　アプリジャンプ対応／非対応に関わらず、TWLでは必ず前述のアプリジャンプパラメータ領域を空けておかなければなりません。TwlSDKのデフォルトのｌｓｆファイルでは、この領域が予約された形でアプリがマッピングされるようになっています。

1.10.2 アプリ間パラメータの引渡し
　アプリ間パラメータを使用する場合には、ジャンプ先アプリでは、引き渡されたパラメータの正当性をチェックしてから読み込む必要があります。なお、正当性チェックについては、「2.2.1　アプリ間パラメータのセキュリティ」の記載にありますように注意して実装してください。
＜セット＞

　アプリ間パラメータのセットは、次の手順で行います。

（1） OS_InitDeliverArgInfo関数を呼び、アプリ間パラメータワーク領域を初期化します。

（2） OS_SetStringToDeliverArg関数、OS_SetBinaryToDeliverArg関数、OS_ConvertStringToDeliverArg関数を使ってアプリ間パラメータにデータをセットします。

（3） OS_EncodeDeliverArg関数を呼び、アプリ間パラメータのセットを終了します。
＜取得＞

　アプリ間パラメータの取得は、次の手順で行います。

（1） OS_IsValidDeliverArg関数で、アプリ間パラメータの存在を確認します。

（2） OS_InitDeliverArgInfo関数を呼び、アプリ間パラメータワーク領域を初期化します。

（3） OS_DecodeDeliverArg関数を呼び、アプリ間パラメータのデータを取得できる状態にします。

（4） OS_GetArgc関数、OS_GetArgv関数、OS_GetOpt関数、OS_GetBinarySizeFromDeliverArg関数、OS_GetBinaryFromDeliverArg関数を使ってアプリ間パラメータのデータを取得します。 
1.10.3 アプリジャンプ時のフェードイン／フェードアウト

　アプリジャンプはHWリセットを伴うため、切り替え時には、強制的に白画面となる期間があります。よって、違和感のないように切り替えを行いたい場合は、アプリジャンプを行う際のフェードイン／フェードアウトは白画面で行う必要があります。
	
	ジャンプ元アプリ
	アプリジャンプ実行時のフェードアウト

	
	ジャンプ先アプリ
	アプリジャンプによって起動される時のフェードイン


1.11 ジャンプ元アプリの作成
　ジャンプ元アプリの作成には、前述の基本的な対応や制限に加えて以下のものが必要となります。
1.11.1 ノーマルジャンプ対応

OS_DoApplicationJump関数の引数にOS_APP_JUMP_NORMALと起動したいアプリのTitleIDを指定してアプリジャンプを実行します。ここで、指定されたTitleIDがアプリジャンプ可能でなければ、関数はFALSEを返します。
1.11.2 TMPジャンプ対応

FSライブラリを使用して、SDKでOS_TMP_APP_PATHとして定義されているファイルをNANDメモリ上にCreateし、TMPジャンプ対応アプリSRLをそのまま書き込みます。
OS_DoApplicationJump関数の引数にOS_APP_JUMP_TEMPとTitleIDには”0”を指定してアプリジャンプを実行します。
1.12 ジャンプ先アプリの作成
　ジャンプ先アプリの作成には、前述の基本的な対応・制限に加えて以下のものが必要となります。
1.12.1 ノーマルジャンプ対応
基本的にアプリがジャンプ先アプリとしてノーマルジャンプ対応することは禁止です。

ノーマルジャンプに対応するためには、必ずROMヘッダの”ノーマルジャンプ許可フラグ”をセットする必要があります。このフラグがセットされていないアプリを指定してノーマルジャンプを実行しても、ランチャーはそのアプリを起動しません。

このフラグは、makeromを実行する際のROM Specファイル内で、AppendPropertyセクションのPermitLandingNormalJumpフィールドに”TRUE“を指定することでセットされます。なお、ノーマルジャンプ対応しないアプリにノーマルジャンプ許可フラグをセットすることは禁止ですのでご注意ください。

1.12.2 TMPジャンプ対応

TMPジャンプに対応するためには、セキュリティの都合上、必ずROMヘッダの”TMPジャンプ許可フラグ”をセットする必要があります。このフラグがセットされていないアプリを指定してTMPジャンプを実行しても、ランチャーはそのアプリを起動しません。

このフラグは、makeromを実行する際のROM Specファイル内で、AppendPropertyセクションのPermitLandingTmpJumpフィールドに”TRUE“を指定することでセットされます。なお、TMPジャンプ対応しないアプリにTMPジャンプ許可フラグをセットすることは禁止ですのでご注意ください。

また、アプリ種別によって、更に下記のような対応や制限があります。
1.12.2.1 TWLアプリ

アプリSRLサイズは、16MB以下である必要があります。

また、データのセーブを行うことはできません。makerom実行時にROM Specファイル内でTMPジャンプ許可フラグとセーブデータ関係の定義の両方をした場合は、エラーとなります。
また、被TMPジャンプTWLアプリは、最終的には、弊社に開発版SRLを提出していただき、マスタリング処理を行って製品版SRLにしておく必要があります。マスタリングされていない開発版SRLは、製品本体では起動することができませんので、ジャンプ先のアプリSRLをジャンプ元のアプリSRL内に組み込む場合はご注意ください。
1.12.2.2 NTRアプリ店頭試遊台体験版

NTRアプリ店頭試遊台体験版の詳細については、別紙「DS店頭試遊台体験版作成手順書」を参照してください。
なお、通常のNTRアプリ店頭試遊台体験版と異なる点は、上記のROMヘッダの“TMPジャンプ対応フラグ”のセットのみです。SRL保護についても、NTRのものと同様にDSダウンロードプレイ用署名を使用します。

1.12.3 ジャンプ元アプリへの復帰

　ジャンプ元アプリに復帰する場合は、OS_ReturnApplicationJump関数を実行してください。
[TODO]結局、リターンの際にアプリ間パラメータを食わせられるようにするのか？
2 システムアプリへのアプリジャンプ
　アプリジャンプに対応したシステムアプリへのアプリジャンプは、専用のラッパー関数を利用します。それぞれのシステムアプリへジャンプする際に利用される関数について、以下に記します。[TODO]関数仕様について
2.1 本体設定

＜引数＞

　　　場面番号：　指定された番号に対応する画面で直接起動します。

　　　リターンフラグ：　指定された場面での設定が完了した時に、ジャンプ元アプリに再ジャンプします。
　　　AP情報：　場面番号がシステムアップデートの場合のみ、AP情報を受け付ける。

　　　　　　　　　　新配信システムのホットスポットAP用。
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このドキュメントの内容は、機密情報であるため、厳重な取り扱い、管理を行ってください。
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ユーザーへの提供方法による分類


「製品版アプリ」		：製品として完全な形でユーザーに提供されるアプリです。�「店頭試遊台体験版アプリ」	：DS店頭試遊台向けに作られた、アプリの導入部を体験してもらうために制限�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された状態でプレイできるアプリです。





アプリ属性による分類


「システムアプリ」	：TWLのシステム機能として用意されるアプリです。�「ユーザーアプリ」	：上記システムアプリに属さない通常のアプリです





アプリA動作





アプリA起動





動作するメディアによる分類


「NANDアプリ」	：本体NAND上にインストールして動作するアプリです。�「カードアプリ」	：従来のゲームカードの形でユーザーに提供されるアプリです。








アプリジャンプなし





対応プラットホームによる分類


「NTRアプリ」　　　　：NTRプラットホーム向けに開発されたアプリです。NTR/TWLで全く同じ動作をします。�「TWL対応アプリ」　：NTRでも動作しますが、TWLで動作すると追加で楽しめる要素が盛り込まれたアプリです。�「TWL専用アプリ」　：TWLプラットホーム専用に開発されたアプリです。NTRでは動作しません。








ジャンプ





ジャンプ





復帰２





アプリB








復帰１








アプリD





アプリC





アプリA








ジャンプ











14 / 16
任天堂株式会社

任天堂株式会社
15 / 16

